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平成２９年６月６日 

公 正 取 引 委 員 会 

競争政策研究センター 

 

近年，IｏＴ（Internet of Things）※の普及や人工知能関連技術の高度化を背

景として，「ビッグデータ」の解析で得られる知見が，既存の業界の垣根を越え

た新たな革新を生むことが期待されています。データを事業活動に生かすこと

の重要性が高まる中で，データの利活用を促すことに資するような競争政策上

の課題について検討を行うことが必要となっています。 

このような状況を踏まえ，公正取引委員会は，競争政策研究センター内に「デ

ータと競争政策に関する検討会」（座長：後藤晃 東京大学名誉教授）を設置し，

データの収集及び利活用に関連する競争政策並びに独占禁止法上の論点を整理

するため，本年１月からこれまで６回にわたって会議を開催し，検討を行ってき

ました。 

 この度，同検討会における，これまでの検討を踏まえ，報告書を取りまとめま

したので，公表いたします。 

 

 ※自動車，家電，ロボット，施設等あらゆるモノがインターネットにつながり，情報のやり取

りをすることで，モノのデータ化やそれに基づく自動化等が進展し，新たな価値を生み出す

こと。「モノのインターネット」と呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問い合わせ先  公正取引委員会事務総局 経済取引局総務課経済調査室 

          電話 ０３－３５８１－４９１９（直通） 

 ホームページ  http://www.jftc.go.jp/cprc/index.html 

 


